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平成 29年度 村上市総合戦略進捗検討会議の意見 

個票№ 項目 意見の内容 平成 28年度の実績 

Ⅰ-8 林間ワサビ栽培チャレンジ

事業 

・ 林間ワサビの生産者が少ない現在の状態では、廃業な

ど個人的な事情によりノウハウが途絶え、事業の効果

が無くなる可能性が高いことから、生産体制の強化や

栽培のノウハウの広がりという点で、栽培面積よりも

事業者の人数が重要であると考える。 

林間ワサビ栽培面積：0.66ha 

（0.07ha増） 

Ⅰ-16 村上牛生産振興対策事業 ・ 米沢牛などと比して、村上牛は県内でのみ通用するブ

ランドの域を出ない。出荷頭数を増やさなければブラ

ンドとして大きなものとならないので、出荷頭数が増

えるよう努力してもらいたい。 

村上牛出荷頭数：312頭 

（H26年度比：62頭減） 

Ⅰ-17 堆朱のまち村上推進事業 ・ 堆朱組合は事業を行う意欲はあるが、補助事業を行う

にも組合が負担すべき自主財源について確保が困難

な状態である。また、県の支援は原則 3年間で終了す

ることから、その後についてもなんらかの支援が必要

と考える。 

① 堆朱組合加入従

事者(彫り師) 

② 堆朱組合加入従

事者(塗り師) 

③ 村上堆朱事業協

同組合生産額 

④ 漆の植栽面積

(造林事業) 

① 7 人 

② 18 人 

③ 132百万円 

④ 0ha 
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個票№ 項目 意見の内容 平成 28年度の実績 

Ⅰ-20 林業担い手育成支援事業 ・ 林業チャレンジ体験の評判は良く、また、事業の成果

が現れるまで時間がかかることから、経験者の再度の

呼びかけ等、長く続けるべきと考える。 

・ 市行造林・市有林の活用計画はこれを所有する市町村

では一般的な業務として取り組んでいるものと思わ

れるので、改めて総合戦略のＫＰＩとして位置付ける

べきと考える。 

① 林業チャレンジ体験参加者

数：25名/年 

② 市行造林・市有林の整備面

積：15ha/年 

Ⅱ-5 海外における PRの実施 ・ 外国人観光客の増加は各企業の営業の結果でもある。 

・ 外国人観光客は手軽に全国を回る特徴があり、都道府

県をまたぐような観光ルートに村上市をどう繋げた

り絡めたりしていくかが課題である。 

外国人観光客数：5,020名 

Ⅱ-9 観光イベント事業補助金 

(産業支援プログラム) 

・ この事業によって良いイベントが生まれていること

から、イベントを定着させるためにも支援の継続を検

討してほしい。 

イベント数：10件 

Ⅲ-8 出前託児事業 ・ この事業を利用した会合に参加したところだが、これ

までになかった子育て世代の若い女性が参加してお

り、そうした方の意見を得ることができた。とても効

果的な事業と考える。 

出前託児事業利用件数：23件 

Ⅲ-9 子育て支援メール ・ 共働きの家庭で、専ら祖父母が育児を行っている世帯

も多いと考えられることから、紙媒体による情報提供

も必要と思われる。 

・ 例えば、メールマガジンの執筆者を募り、行政の連絡

だけではない、広い情報を発信させることも効果的と

考える。 

登録件数：683件 
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個票№ 項目 意見の内容 平成 28年度の実績 

報道関

係者の

意見に

ついて 

自治体 PRについて ・ 情報発信は大切である。市長だけでなく各課から、も

っと高頻度に記者会見があってもよいのではないか

と考える。 

 

総合戦

略の変

更につ

いて 

スケートボードの聖地「むら

かみ」プロジェクト 

・ 新設される施設は、トップアスリートだけではなく、

若者や子どもが気軽に遊べるような部分があれば多

くの人に利用される施設になると思う。 

 

総合戦

略の変

更につ

いて 

村上市奨学金返還支援補助

金 

・ 進学する学生の就職状況（会社・職種等）が分かれば、

若者のＵターンに関する施策を講じていくうえで重

要なデータになると考える。 

 

 


